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１．はじめに 

著者らは，超高強度繊維補強コンクリート 1)（以下，UFC）を用いたホワイトトッピング工法 2),3),4)の研究を

進めている．本工法では PCa パネルの接着仕様の確立が技術課題の一つとなっており，既報 3)において UFC

とコンクリートの二面せん断特性について報告している．本研究は UFC と無機系グラウト材の付着特性に主

眼を置くものであり，UFC パネルの凹凸キャラクタや打設方法およびプライマ処理などが付着強度に与える

影響を検討した． 

２．試験概要 

(1) 使用材料および養生方法：UFC1)はプレミックス，水，減水剤およ

び鋼繊維 2％を練混ぜ，所定の熱養生を行った．グラウト材は，セメ

ントを主材料とした無収縮タイプとした．付着試験時のグラウト材の

圧縮強度は，57.2N/mm2 であった．プライマは，固形分濃度 50%の SBR

エマルジョンを使用した．プライマを塗布する水準では，UFC 基板に

150g/m2（ディンプルなし），300g/m2（ディンプルあり）の量を塗布し

た後にグラウト材を打設した． 
(2) 供試体：UFC 基板は図－1 に示すように，接着性の改善のための

凹凸を設けた．既報 3)において複合供試体のせん断強度は，せん断面

の各材料の面積率によって決まることが報告されており，UFC とグラ

ウト材の二面せん断強度から，UFC33％（単位面積当たりの凹凸面積：

nπd2/4L2）の面積率が最適と考えられた．しかしながら，面積率が同

一でも凹凸の比表面積が付着強度に与える影響が少なくないと考えら

れたので，2 種類の凸成形タイプ(凸タイプⅠ:ｄ=19mm, h=5mm, 凸タ

イプⅡ:ｄ=9mm ,h=5mm)を試作した．また，比較のために骨材散布タ

イプ（単粒度砕石 1310 を 7kg/m2 を散布）と凹成形タイプ（ｄ=10mm, 

h=3mm）を用いた．付着試験に供する供試体は，UFC 基板に厚さ 20mm

のグラウト材を打設したものとした．図－2 に示すようにグラウトの

打設方法によって，正打ちと逆打ちの供試体を作製した．逆打ちの供

試体は，φ32mm の孔を設け，グラウトを注入した．グラウト打込み

後，20℃の温度条件で 7 日間の気中養生後，付着試験を行った． 

(3) 付着試験：図－3 に示すように，ダイヤモンドカッタで UFC 基材

に達する深さまで 40mm×40mm の切込みを入れ，そこにエポキシ樹脂

接着剤で鋼製アタッチメントを取り付け，建研式の引張試験機によっ

て引張載荷を行った．試験数は，6～8 箇所/水準とした．UFC 基板の

凹凸，グラウトの打設方法，プライマ処理の有無などを変化させた 15

水準について試験を行った． 

キ－ワード：超高強度繊維補強コンクリート，コンクリート舗装，付着強度，ホワイトトッピング 
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図-1 UFC 基板の凹凸 
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図-2 グラウトの打設方法 
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図-3 付着試験 
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３．試験結果および考察 

 付着試験結果の全水準を図－4 に示す．

既報 4)では，FEM 解析によって UFC とグ

ラウト材の界面に作用する応力について

検討を行った結果、0.6MPa 程度の引張応

力が作用するとしている．グラウトが逆打

ちされる場合でも，凹凸を設けることやプ

ライマ処理を行うことによって，この値を

満足できることが明らかとなった．各要因

が付着強度に与える影響を以下に示す． 

(1) グラウト材の打設方法の影響： グラウトの打設方法のみが

異なる試験水準より，正打ちと逆打ちの付着強度の関係を求めた

（図－5）．凹タイプのディンプルパターンの場合にはグラフの傾

きは 0.25 程度であったが，骨材散布タイプ凸成形タイプでは 0.6

程度となっており，グラウトの充填性に優れることが確認された． 

(2) 凹凸キャラクタの影響： 試験で得られた結果の比表面積と

付着強度の関係を図－6 に示す．比表面積は，凹凸が無いものを

1ｍ2/ｍ2 とし，凹凸成形タイプについては凹凸を円柱形，骨材散

布タイプについては骨材を等価球に置換え球径の 1/2まで沈降し

ていると仮定し，単位面積当たりの表面積として算出した． 

付着部の凹凸面積率（単位面積当たりの凹凸面積：nπd2/4L2）

が同一でも比表面積が異なれば付着強度も異なると考えられた

が，実験で設定した範囲内では明確な差異が認められなかった

（図－4，6 プライマなしの水準）．この理由は，破壊位置がグラ

ウト・基板位置であったためであり，これらの結果より，付着強

度に与える凹凸径の影響が小さいことが示唆された． 

(3) プライマの影響：いずれの場合でもプライマを用いることで

付着強度の向上が認めら，その効果が確認された（図‐6）．プラ

イマの効果のメカニズムについては十分に解明されていないが，

微視的な凹凸へのプライマ充填が，付着強度向上に大きく貢献し

ていると考えられる． 

４．まとめ 

UFCと無機系グラウト材の付着試験を行った結果，各要因が付着強度に与える影響を把握できるとともに，

目標とする強度が得られることが確認された．  
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図-4 付着試験結果 
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図-5 正打ちと逆打ちの付着強度の関係
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